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脱炭素化支援機構に出資 

～カーボンニュートラル達成に向け、イノベーション創出を支援～

昭和電工株式会社（社長：髙橋秀仁）は、この度発足した脱炭素化支援機構の趣旨に賛同

し、出資を決定しました。 

脱炭素化支援機構とは、環境省が立ち上げた国の財政投融資（産業投資）と民間からの

出資を資本金としてファンド事業を行う株式会社です。 

当社は、今回の同機構への出資により、社会的に有用な脱炭素関連新規事業を育て、脱

炭素分野での知見形成を進め、出資会社や官公庁との連携の強化などに取り組むことで、

社会全体でのカーボンニュートラル（CN）達成に貢献してまいります。

脱炭素化支援機構は、脱炭素関連事業を行う事業者に対して資金支援等を行うことを目

的に、82 社の出資により 10 月 28 日に設立されました。同機構では、日本での脱炭素領域

におけるイノベーション・事業創出に向け、資源循環や森林保全、CO2 回収等、多様な事

業に対しての投資を予定しています。 

一方、日本が掲げる 2050 年カーボンニュートラル社会の実現に向けては、非連続なイノ

ベーションが欠かせないと当社は考えており、社会全体でその育成をはかり課題を解決し

ていく必要があると考えています。 

当社は、共創型化学会社を目指しています。今回、イノベーション技術の開発促進をはか

る機構に対して支援を行うことは、この理念に合致するとともに、社会全体の CN 達成へ貢

献するだけでなく、当社の事業にも寄与すると判断しました。 

現在、昭和電工グループでは、2030 年に向けて CO2 排出量を 2013 年比 30%削減するた

めに、生産の合理化・高効率化や省エネルギー、燃料転換などの取り組みを進めています。

また 2003 年からは川崎事業所において、日本で唯一、使用済み容器包装プラスチックから

アンモニアや水素を生産するケミカルリサイクルに取り組んでいます。今年は、日本製鉄

株式会社と共同で CO2 の分離回収技術の開発を始め、またマイクロ波化学株式会社と使用

済み容器包装プラスチックからエチレン・プロピレン等の基礎化学原料を直接製造するた

めの技術開発を開始するなど、脱炭素化に向けた新たな取り組みを行っています。 

昭和電工グループは、半導体・電子材料、モビリティ、イノベーション材料、ケミカル等

に関連する製品の製造・販売を行う化学会社です。2020 年に昭和電工マテリアルズ株式会

社（旧日立化成株式会社）がグループに加わったことで 2021 年度の売上高は 1 兆 4 千億

円を超え、世界 26 の国や地域にある製造・販売拠点でグローバルに事業を展開しています。  

当社グループは、2023 年 1 月に Resonac への社名変更を予定しており、今後も事業活

動を通じてパーパス「化学の力で社会を変える」を実現していきます。詳しくは各社ウェ



ブサイトをご覧ください。 

昭和電工株式会社 https://www.sdk.co.jp/ 
昭和電工マテリアルズ株式会社 https://www.mc.showadenko.com
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